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東
日
本
大
震
災
復
興
予
算
流
用
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
六
月
三
日
付
朝
日
新
聞
に

「
東
日
本
大
震
災
の
復
興
予
算
で
二
千
億
円
が
つ
い
た
雇
用
対
策
事
業
の
う
ち
、
約
一
千
億
円
が
被
災
地
以
外
で
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
被
災
地
以
外
の
三
十
八
都
道
府
県
で
雇
わ
れ
た
約
六
万
五
千
人
の
う
ち
被
災
者
は
三
％
し
か
お

ら
ず
、
被
災
者
以
外
が
九
十
七
％
を
占
め
る
。
「
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
観
察
」
や
「
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
の
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
震

災
と
関
係
の
な
い
仕
事
ば
か
り
で
、
大
切
な
雇
用
で
も
復
興
予
算
の
ず
さ
ん
な
使
わ
れ
方
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
厚
生
労
働
省
が
担
当
す
る
「
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
」
で
、
被
災
者
な
ど
の
雇
用
を
支
援
す
る
た
め
、

二
千
十
一
年
度
の
復
興
予
算
で
二
千
億
円
が
つ
い
た
。
臨
時
や
短
期
間
の
仕
事
に
就
い
て
も
ら
い
、
生
活
を
支
え
る
目
的

だ
。こ

の
う
ち
九
百
十
五
億
円
は
、
東
北
や
関
東
な
ど
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
九
県
が
運
営
す
る
雇
用
対
策
基
金
に
配
ら
れ

た
。
十
一
か
ら
十
二
年
度
に
計
約
六
万
人
が
雇
わ
れ
、
そ
の
約
八
割
を
被
災
者
が
占
め
る
。

一
方
、
残
る
千
八
十
五
億
円
は
被
災
地
以
外
の
三
十
八
都
道
府
県
の
基
金
に
配
ら
れ
た
。
朝
日
新
聞
が
三
十
八
都
道
府
県

に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
十
一
か
ら
十
二
年
度
に
雇
わ
れ
た
人
は
計
約
六
万
五
千
人
に
の
ぼ
る
が
、
被
災
者
は
約
二
千
人
に
と
ど

一



ま
っ
た
。
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

右
を
踏
ま
え
質
問
す
る
。

一

震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業
の
目
的
を
説
明
さ
れ
た
い
。

二

報
道
に
あ
る
「
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
観
察
」
の
事
業
内
容
、
予
算
額
、
ま
た
、
予
算
付
け
さ
れ
た
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

三

報
道
に
あ
る
「
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
の
イ
ベ
ン
ト
」
の
事
業
内
容
、
予
算
額
、
予
算
付
け
さ
れ
た
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

四

報
道
に
あ
る
「
千
八
十
五
億
円
は
被
災
地
以
外
の
三
十
八
都
道
府
県
の
基
金
に
配
ら
れ
た
。
朝
日
新
聞
が
三
十
八
都
道
府

県
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
十
一
か
ら
十
二
年
度
に
雇
わ
れ
た
人
は
計
約
六
万
五
千
人
に
の
ぼ
る
が
、
被
災
者
は
約
二
千
人
に
と

ど
ま
っ
た
。
」
は
事
実
か
、
ま
た
、
事
実
で
あ
れ
ば
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。

五

復
興
予
算
流
用
問
題
は
、
民
主
党
政
権
時
代
に
も
た
び
た
び
報
道
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
現
政
権
の
見
解
は
如
何
に
。

右
質
問
す
る
。

二


